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派として代表的な Nelson and Winter は『経済


































Nelson は 1991 年に，『Why do firms differ, 





























































者企業（traditional owner managed firms）が
保持する以上の組織ケイパビリティを必要とし
た。ライン・アンド・スタッフ組織という構造
は，専門経営者（the development of the posi-



























Chandler は，1992 年に「Organizational Ca-













Nelson（1991）では，この他に David Teece, 
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